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村のようす i 
(49年 6月 1日現在) a 

世帯数 J 0415戸
人口 7，152人
男 3，491人

女 3，661人

L.~.・-主Hil--TE---

(D@ 

記
念
植
樹
の
も
よ
う

植
樹
祭
の
会
場
風
景

進

率

昇

上

J" ，.，. 

f 

進
学
希
望
者
は
年
々
多
く
な
り

四
十
九
年
三
月
に
卒
業
し
た
生
徒

の
進
学
率
は
七

0
.ハ
l
セ

γ
ト
を

超
え
ま
し
た
。

尚
二
年
前
の
進
学
率
五
五
パ
ー

セ
ン
ト
と
比
べ
て
十
五
・
ニ
パ
ー

セ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

〉の数字はバーセγ トを示す

泉中 Aミrιa 校 須釜 中 学校 計

項 目 男 女 計 男 女 計 男 女 ‘計

(844.4 6) (783.09 〉 〈818.43〉 〈602.56〉 (53，5) (57，0) (73.6) (66.7) (70.3) 
進 ι号aι・ 者 23 49 70 62 132 

就 職 者
(13.5) (10.0) (11，7) (20.9) (341.95 ) 〈272.94) (16.8) 〈212.05) (19.1) 

T 5 12 9 16 36 

和専門洋学裁校学入学校者等
(1.9) 〈8.40〉 〈4.59〉 (4.6) (7.0) (5.8) (3.2) (7.5) (5.3) 

1 2 3 5 3 7 10 

自家自営業
(2.0) (1.0) (7.0) (4.6) く5.8) (3.2) (3.3 2〉 (3.2) 

1 3 2 5 3 6 

そ の 他
(2.0) (1.0) (7.0) (3.5) (2.1) 

1 1 3 3 3 I 1 4 
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昭和48年度中学校卒業者進路状況
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玉
川
村
広
域
簡
易
水
道
新
設
工

事
は
昭
和
四
十
七
年
、
四
十
八
年

度
の
二
ヶ
年
継
続
事
業
で
総
工
事

費
こ
一
三
、
四
六
九
千
円
を
か
け

送
、
配
水
管
の
延
長
三
七
、
一
八

0
メ
ー
ト
ル
、
給
水
戸
数
て

O

で

O
一
戸
に
つ
い
て
こ
の
ほ
ど
全
工

事
が
終

rし
給
水
を
開
始
し
ま
し

た。
水
源
は
石
川
町
上
水
道
よ
り
の

分
水
で
石
川
町
大
字
母
畑
字
丈
団

地
内
に
ポ

γ
プ
場
を
設
け
こ
れ
よ

り
南
須
釜
字
粟
踏
石
の
配
水
池
に

揚
水
し
、
自
然
琉
下
に
よ
り
各
戸

に
給
水
す
る
も
の
で
配
水
途
中
に

玉
川
村
広
域
簡
易
水
道
給
水
開
始
/
~
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三
ケ
所
の
減
圧
弁
と
九
七
ケ
所
の
す
。

消
火
栓
を
設
置
致
し
ま
し
た
。
叉
水
道
の
給
配
水
管
、

ー氷
栓

水
道
料
金
ほ
左
記
の
通
り
で
毎
ハ
蛇
口
〉
等
の
増
設
、
改
良
等
に

月
始
め
に
検
針
し
、
J

月
末
に
料
金
つ
い
て
は
水
道
課
の
許
可
を
得
て

;
ν艇

を
納
入
し
て
い
た
だ
〈

L

よ
う
に
計
か
ら
工
事
を
し
て
い
た
だ
く
と
-主

2

鱗

画
し
て
お
り
ま
す
o
p

に
な
り
ま
す
。
無
許
可
で
王
事
等
噌
;
総

又
納
入
方
法
は
五
戸
か
ら
十
戸
程
を
す
る
と
法
令
に
よ
り
罰
せ
ら
れ

離

度
で
納
付
組
合
を
結
成
し
て
い
た
ま
す
。

織

だ
き
農
協
を
通
じ
て
氷
道
課
へ
納
給
水
位
等
の
増
設
を
す
る
場
合

総

入
も
て
い
た
だ
く
ζ

と
と
な
り
ま
は
村
の
指
定
し
た
水
道
工
事
公
認

鱗!
 

す

。

庖

で

工

事

を

行

な

う

こ

と

に

な

り

司

繍

尚
超
過
料
金
は
何
れ
も
一
立
方
ま
す
の
で
公
認
庖
を
通
じ
て
水
道

人
鍬

米
に
つ
き
六

O
円
と
な
っ
て
お
り
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

白
、一一

こ
の
ほ
か
メ
ー
タ
ー
器
の
貸
付
料
水
道
工
事
公
認
屈
は
次
の
八
百

織

を
預
く
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
で
す
。

円
戸

川勝弘
義

1

川
辺
円
谷
電
器
商
会

2

蒜
生
添
田
電
器
商
会

3

小

高

首

藤

電

気

庖

，

F

恒
例
の
・
消
防
団
春
季
検
閲
は
、

4

小
高
遠
藤
電
気
工
事
庖
五
月
五
日
泉
中
学
校
内
庭
に
お
い

5

中

鈴

木

建

設

e

て、
'，
三
百
十
七
名
の
団
員
と
婦
人

6

中

橋

本

鉄

工

所

'
消
防
隊
の
役
員
が
参
加
じ
て
行
な

7

中

岩

谷

工

業

い

わ
れ
ま
し
た
ρ

8

中

小

針

水

道

工

事

庖

検

聞

は

、

国

旗

掲

揚

、

殉

職

消

防
団
員
に
黙
と
う
を
さ
L
げ
た
あ

写
真
は
六
月
一
目
に
行
な
わ

、
通
常
点
検
、

ー機
械
器
具
の
点

れ
た
通
水
式
の
一
こ
ま
で
す
。

検
を
行
な
い
、
小
針
(
村
長
〉
検

閲
官
ら
の
検
閲
を
受
け
た
。

ま
た
こ
の
席
上
、
次
の
方
々
に

防
火
優
良
家
庭
、
無
火
災
分
団
、

退
職
幹
部
、
一
般
協
力
者
と
し

て
、
表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
'た。

水道使 用料

料率

1，200円

20立方米 1，200円

1立方米 80円

10立方米 600円

表
彰
状

O
防
火
優
良
家
庭

l
 
l
 

'
p
a
J
 

辺

熊

田

常

四山 北 南 竜 岩 小 蒜 川
辻小吉タ須ク須 法ク中ク
新屋 釜釜崎寺 高生辺
国

O
無
火
災
分
団

感
謝
状

。
退
職
幹
鶴

川

辺
d

蒜

生

小

高中
岩
法
寺

竜

崎

南
須
釜

北
須
釜

土
問

山
小
屋

四
、
辻
新
田

本

部

久円石我近渡小小大小溝曲矢

f谷井妻内Z原 林 佑 針井山都

徳信久勝正次明一友保英寛敏

雄男二雄雄郎昭郎重伯雄一彦

盛大に行なわれた

消防団春季検閲

中
南
須
釜

小

高中

鈴

木

利

夫

小

原

ヨ

シ

子

首

藤

多

代

永

林

正

雄

中

金正嘉六隆喜三正正

分

団

水ぬるむ頃

子
ど
あ
を

水
の
事
故
か
ら

ま
も
り
ま
し
ょ
う



たまかわ

新
名
称

『
明
る
い
選
挙
』

七

月

七

日

は

参

議

院

議

員

選

挙

の

投

票

日

で

す

広報

選
挙
を
よ
く
し
、
政
治
を
よ
く

す
る
運
動
の
名
称
が
、
昭
和
四
十

年
よ
ち
「
明
る
く
正
し
い
灘
挙
」

と
い
う
こ
と
で
啓
発
が
行
な
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
最
近
こ
の
運
動

に
た
ず
さ
わ
る
人
た
ち
ゃ
、
報
道

欝
係
者
り
関
か
ら
、
こ
の
名
称
で

は
長
す
ぎ
て
明
正
選
挙
と
略
啓
さ

れ
る
な
ど
の
翠
串
に
よ
れ
ノ
名
称
変

更
が
検
討
さ
れ
て
お
り
暗
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
「
照
的
る
い
選
挙
い

と
欝
潔
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

ご
承
知
の
と
お
り
悶
政
に
と
っ

て
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
も
っ

良
識
の
府
と
中
さ
れ
る
参
議
院
議
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換
の
ず
通
常
選
挙
が
、
七
月
七
日
に

投
票
が
待
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
際

「
明
る
い
選
挙
」
の
新
名
棒
と
と

も
に
思
い
を
新
ら
た
に
し
て
選
挙

を
よ
く
し
、
政
治
を
よ
く
す
る
運

動
を
推
進
し
て
行
た
い
と
考
え
る

も
の
で
為
与
ま
す
。

議
島
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
で
は
「
明
い
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
総
参
加
運
動
」
を
強
力
に
推

進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
村
に
お
い
て
も
こ
れ

誌
な
ら
い
、
主
権
で
あ
る
潜
挙
を

全
・
有
権
者
が
鋳
る
く
有
使
し
、
よ

り
良
い
参
議
院
議
員
を
菌
会
に
送

る
べ
く
務
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
患
い
ま
す
。

我
が
闘
で
は
、

E
本
摺
憲
法
に

よ
り
、
「
国
会
山
弘
、
衆
議
髭
及
び

参
議
院
の
一
向
院
で
こ
れ
を
構
成
す

る
い
と
規
定
さ
れ
、
衆
議
院
と
参

院
議
の
二
院
鎖
が
採
用
さ
れ
て
お

れ
ソ
、
衆
議
は
が
数
万
の
政
治
、
参

議
院
は

n
理
η

の
政
治
と
も
い
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
参
議
慌
の
持
っ

そ
の
意
識
を
よ
く
理
解
し
て
、
明

る
い
「
参
議
院
議
員
通
常
総
選
挙

参
恕
運
動
」
に
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
も
の
で
あ
ち
ま
す
む

で
昨
年
に
比
べ
て
六
十
九
名
減

て
お
り
ま
す
。

，P

児
童
生
徒
数

減
少
続
く
ρ

村
内
小
中
学
校
の
四
十
九
年
愛

児
窓
生
徒
数
は
一
千
百
七
十
七
名

昭和49年震

バ
レ
i
ポ

i
ル
で

北
須
釜
八
回
目
の
優
勝

3 

玉
mm
村
公
民
銭
、
五
催
む
第
五
田

村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
金
、
第
十

厄
家
庭
バ
レ
ー
ポ

i
ル
大
会
が
草

月
購
の
五
月
中
ハ
話
、
玉

m一
小
校

選
と
泉
中
校
庭
で
関
か
れ
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
は
中
チ

i
ム
、
液
難
パ

レ
i
ポ
ー
ル
は
北
須
袋
チ
i
ム
が

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
か
ざ
り
ま
し

た。
結
果
は
次
の
と
お
ち
で
し
た
語

。
ソ
フ
ト
ポ

i
ル

一
回
戦

中古

9
i
7
帯
須
釜

小
宮
向
日

i
7
藤

一
一
臣
戦

中
山
山
1

8

土
須
釜

g
i
6
竜

山
小
畿
日

lmw
弱

小

高

8
1
4
民

準
決
勝

中

6
1
1
北
須
釜

小
高
ロ
!
日
出
小
農

決

勝中

生埼辺

5
1
3
小

高

優

勝

準
護
勝

三

位

中

チ

ム

小

高

チ

ー

ム

北
須
釜
チ
ー
ム

山
小
競
チ

l
ム

。
家
庭
バ
レ

i
ポ

i
『ル

一
円
出
戦

北
須
釜

2
1
0
中

蒜

生

2
i
o
吉

小

高

2
i
l山
小
星

電

埼

2
1
G
m
辺

敢
場
復
活
戦

中

2
i
o山
小
震

吉

2
1
9
m
造

二
関
鞍

北
須
釜

2
i
o南
第
袋

蒜

生

2
1
8
岩
法
寺

小

高

2
1
1
竜

崎

ム
世
間

2
i
o
中

準
決
勝

北
須
釜

2
i
G
蒜

小

高

2
i
l

決

勝

北
須
釜

2
1
0小

( 5 Jj 1日現在〉村内学校児章生徒数

銀
年
す
と
し
ず
つ
で
す
が
減
少

の
額
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

1年 2年 3年!咋 5年 6年

)1[辺小 17 14 14 18 15 12 90 

一 一 一一一 一一
玉111-小 41 46 44 61 57 53 302 

一 一
須袋小 46 38 34 56 57 46 277 

一
四詑分校 5 3 5 12 5 9 39 I 

一
計 109 101 97 147 134 120 708 

泉 中 78 85 89 252 

一
須釜中 もマ 69 81 217 

3十 145 154 170 46合

優

勝

準
優
勝

三

位。
北
須
釜
チ

l
ム

小

高

チ

ー

ム

蘇
生
手

i
ム

士

ロ

チ

ム

高

児
霊
平
当
受
給
者
の
み
な
さ
ん

現
況
腐
は
お
す
み

で
す
か

児
業
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
磐
年
六
月
一
日
か
ら
一
一
一
十
日

ま
で
の
関
に
「
児
童
手
当
漠
況

居
い
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
惑
に
よ
っ
て
、
児
童
手
当

受
給
者
の
蔀
年
の
所
得
の
状
混
や

児
童
養
育
の
状
況
、
就
業
の
状
況

等
を
た
し
か
め
、
六
月
分
以
時
も

引
き
続
い
て
児
童
手
抱
一
を
変
詮
す

る
か
ど
う
が
を
決
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
こ
の
届
を
提
出
さ
れ
ま

せ
ん
と
、
引
き
続
い
て
克
護
手
当

を
受
け
る
資
務
が
あ
っ
て
も
、
六

沼
以
降
の
克
童
手
当
刊
は
支
払
う
こ

と
が
で
き
な
く
な

9
ま
す
の
で
必

ず
提
詰
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
年
間
月
一
自
の
第
二

次
支
給
対
象
範
囲
の
拡
大
に
よ

り
、
四
月
か
ら
支
給
が
開
始
さ
れ

る
方
も
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

な
お
、
児
輩
乎
当
受
給
者
は
、

養
育
を
さ
れ
て
い
る
児
童
が
転
出

し
た
場
合
な
ど
に
は
、
「
児
童
手

当
住
所
変
更
届
」
を
築
指
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
也
、
受
給
者
、
児
蜜
に
つ

い
て
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

こ
ま
か
く
手
続
き
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
住
民
課

ま
た
は
支
所
へ
お
鰐
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

「
次
り
児
童
一
手
弱
支
給
期
詰
は
穴

月
八
日
で
す
」
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樟
盛
岡
植
後
年
金
は
、
間
民
年
金

広
加
入
し
て
い
た
期
間
に
病
気
，
や

ケ
ガ
を
し
て
棒
害
者
に
な
っ
た
人

が
、
加
入
期
開
が
鎧
い
た
め
に
障

害
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
と
き
、

ま
た
は
、
…
…
。
才
に
な
る
前
に
病

気
や
ケ
ガ
在
し
た
た
お
に
す
で
に

障
害
者
に
な
っ
て
い
る
と
き
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

と
の
樟
盛
田
福
祉
年
金
は
、
い
ま

ま
で
は
一
級
の
障
害
者
に
眼
ら
れ

4 

4月より 2級樟害者にも

福祉年金が支給されます

昭和必年 6!:J1日94 No. たまかわ

て
い
ま
し
た
が
、
四
月
よ
り
比
較

的
軽
い
ニ
緩
の
欝
害
者
に
も
支
給

さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

支
給
さ
れ
る
額
は
六
万
院
で

す。
い
ま
、
ニ

O
才

t
六
九
才
で
以

前
か
ら
ニ
級
障
・
哲
一
向
に
該
当
し
て
い

た
人
も
、
厚
生
年
金
な
ど
能
の
年

金
を
受
け
て
い
設
け
れ
ば
沼
月
よ

り
支
給
を
受
け
る
事
が
で
き
ま

す。

@
国
民
年
金
の
一
級
及
び
一
一
級

樟
警
の
寝
度
と
は
お
お
む
ね
別
表

の
と
お
り
で
す
。

と
の
ほ
か
、
障
害
の
原
菌
に
な
っ

た
病
気
の
拐
諺
語
、
年
齢
、
保
険

料
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て
、
こ
ま

か
い
染
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
請

求
の
手
続
き
や
、
く
わ
し
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、
役
場
年
金
保
ま
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

事量 哩E (]) 状 噴忌
君事望書の種類

2両4隈L写眼のものがと鮪で盆で大〈手声見ーでえ備留な会いし1副てもかのもす、金のま〈がたわか鑑はかすメらかガなこいネわをもかのかるけ程て噴もの 1! 1 1 級包 の 事‘ 司畢 1級の状態よりやや交える緩授のもの

主享の障害
主宰もと受す主主本やべ獲絡てで認してやヱもしキ指のわかゑi卒長中指笈fのQもの

手(I!i!)の障害
両手および湾やをのすべての指がないもの 主将手の あ、よび人さ また ないもの

かぶりシ vャドツ 毒事たり、ぬいだりできないもの 片手の での指織の重な量い

綴両手を淡てる純 やすt::'をはいたりぬいルだをりでれきなないt もの 片手のすべての に い降客があるもの
うこと.fJ(主と きない、デオ しiま Bもの

毛爵自主忍を足立首から で切り落だ と1...1了幸いもの 陶工乏のすべでの績のないもの、片足が足首からない
カて争ったりしゃがん りで・きないもの もの

足 の R車 司書
くこ舎とができないもの.階段を採勿降ηする と 民縁が向人附且状主均主で立ったり しA がむ 階 段 の 屍 降 多〈こ左

ができいもの 書誌3なLもの
で -rない乞の

病状が雪量理主で号安S訴サ毒事又怠{主総が対ヨ駐車手のもの が重<R 常で歩生活が車IJ~.良されるものカZ

ゆっくりでも〈と きれるもの みの途事 くと怠表しくなるゆっく冷ダら

総後伎の病気 窓、ぐる Lくで のまわりのこともできないもの 歩F皆殺けるを
ゆっくりでもの:孟れないが、 Mにみf本みならの

:まれるもの

事手給緩伎の病気 ゆっくりでも参くと息がきれる 人並みの速さで母まくと慾.，奇 Lくなるがゆっくりなら

t同義理E・気管支書士領軍霊・
息ぐるしくて身のまわ ηの ともできないもの 歩ける

毒事気麗・事則市指定}
F首長交をゆっくりでもの;まれないが、 1本みf本みならの

;まれるんiJ)の

心ぞうの病気
身のまわりのことはかろうどで?きるがそれは 1:の 家庭内 普通の活動はな人とかr'，きるが、それはよ

'と;主できな弘、もの :;1:"('きゑ軽量いもの
4をt身君事のすi芋援金書続号、 室長じ・.埼亘書tがは::t:.. <絶対1i:瀞 撃手fセi字 が 1ヶFj以れ続くもの 一

，賢ぞうの病気
るもの

肝ぞうの病気
高唱をの総す本るが続きを~!銭F章?奪事豊作をくりかえ L絶対策 !ケ円以上の腹水過ぎ続くを，の

毒事を療 もの

血液の梼気
貧血{>、 f怒染、事告書名，'1'.血事与の爽~1震があり絶対安鯵を要 貧血、感染、発然、託lJUl軍事ぬま耳mがあるもの

すもの

孝信 持 の幸費袴済 4護気軍事
主(]絡が低く'まの人の助けがないとれ常気i孟ができな 家裏道内の簡単 ~fl 常食i孟 I ;I:~(J)人のBさげがなくても

{械持覇軍翁・ 分製 F い危険もの刀 との[>{写IJや黍さ望撃さがわからない乞の
なんと功、てをきる宇望号室のもの

司:z.1li機能の書車事嘗 F司L重会草えつ食塗以む立外つでなでない、 Hを開いて選u車<10米ぐら

一一一一一一
い できないもの

ものをかむ機能のR憲容

iL後める ;まとれない‘食事の時間が-Hの大学を

たベ物がf1がらニ:まれるため、言誌に手毒事の繍助が必

害警なもの

全容の朝隆俊の重量害
司撃か!t‘jf}名、あぐら、織すわりのどれもできない 内 で は 杖 な Lでおな歩、移動はできるが家外ではこ
もの れらの補助主主がないと けないもの

臣人P: え:阜 I~H，工会'らíI分の JJ で Jえちあがれないもの

表議日

農
事
メ
モ
:
:
:
:
②

夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
の
農
薬
の
使
用
に
つ
い
て

い
よ
い
よ
夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
ノ
の
栽

培
時
期
に
入
り
ま
し
た
が
、
資
材

の
値
上
れ
ソ
、
絶
料
の
値
上
り
な
ど

で
今
年
の
夏
秋
キ
デ
ワ
リ
も
高
い

生
産
費
に
な
り
そ
う
で
す
。

農
薬
捷
用
に
つ
い
て
も
。
残
留

毒
性
の
関
録
で
捷
用
範
踏
及
び
使

用
方
法
が
き
び
し
く
な
り
、
使
用

時
期
や
旋
回
帰
回
数
ま
で
部
摂
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
充
分

こ
の
点
に
醤
意
し
て
箆
わ
れ
る
よ

う
お
額
い
い
た
し
ま
す
。
農
薬
の

製
造
に
つ
い
て
も
、
土
壌
謂
権
部

の
N
C
S
は
製
造
中
止
と
な
れ
ソ
、

タ
パ
コ
に
も
愛
用
さ
れ
て
い
た
ク

ロ
ー
ル
ピ
ク
リ
γ
や
土
壌
線
虫
訪

除
剤
の

D
n
u
も
製
造
禁
止
と
な
り

ま
し
た
。

宙
誕
秩
キ
デ
ワ
習
と
い
え
ば
滑
穫

は
ダ
イ
セ
ン
と
き
ま
っ
て
い
た
の

が
三
洋
で
製
造
禁
止
と
な
り
。
殺

虫
剤
、
ス
ミ
チ
オ
ン
も
住
友
の
爆

発
で
操
業
が
還
れ
て
供
給
が

b
づ

か
し
い
と
い
う
と
と
で
す
。
サ
リ

チ
オ
ソ
や
サ
イ
ヤ
ノ
ッ
ク
ス
も
完

全
供
給
は
む
づ
か
し
い
と
い
う
こ

.a-冒
畢
=

z

z

芸竃
E
E
・
2
2
-
=
・
・
量
E
-
=
嶋
崎
嶋

火
の
元
に
ご
注
意
を
グ

問
、
五
月
に
か
け
て
我
が
村
に

ひ
ん
ば
ん
に
火
災
が
発
生
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
の
火
災
は
ち
ょ
っ

と
気
宏
つ
け
れ
ば
ふ
せ
げ
た
も
の

ば
か
り
ぜ
ず
。

と
で
殺
虫
剤
も
仲
々
入
手
が
れ
U

づ

か
し
い
状
況
で
す
。

馬
鈴
薯
の
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
訪
除

剤
も
ス
ズ
原
料
が
石
油
シ
滋
ヅ
グ

で
輸
入
出
来
ず
月
供
給
が
む
づ
か

し
い
と
い
う
こ
と
で
褒
款
キ
デ
ワ

リ
栽
培
を
取
り
ま
く
農
薬
問
題
は

き
び
し
い
も
の
と
思
わ
ね
ば
な
ち

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
年
は
こ
れ
ら

農
薬
の
供
給
状
況
や
残
留
毒
性
の

夏秋キュウリ農薬安全基準

及び安全使用方法

規
制
を
考
え
た
病
饗
虫
一
防
践
を
、

し
か
も
安
上
が
り
で
出
来
る
方
法

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ち
ま
せ
ん
。

普
及
所
で
は
こ
れ
ら
の
状
勢
を

充
分
考
え
て
指
導
態
勢
を
揺
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
一
義
秋
キ
デ
ワ
り

の
按
掠
避
を
充
分
審
照
し
て
、
立

派
な
キ
?
ワ
リ
の
生
惑
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

ハ
石
川
農
業
改
良
普
及
所
よ
り
〉

邦j 名 剤型 変最用時終期 費用菌数

〈収穫信基準〉 〈回以内〉

キ ノ ソ ド … 芝大和亮i10日龍まで 5回

トップジン /，; 7目前まで 3出

トップジンM 。 前詩まで 3国

ト担アジソ /，; /，; 5回

ラピライト /，; /，; 3@] 

ダコ品目/レ /，; /，; 7間〈露地〉
よそレスタ γ /，; /，; 訪問

ダイオノレタン /，; /，; 議u震なし

オーソサイド 。 /，; 今

D D V P 乳期j /，; /，; 

側一帽・彊

aga-属
明
開
贋
園
周
回
嶋
観

gag--a
舗
冊
一
=
=
四
種
留
酒
週
温
.
.
 幽
岬
岨
.
，
舗
網
箇
精
鋼
溜
置
書
量
剛
一
回
備
酬
醐
側
主
・
置
湿

-aa・
鵬
幽
・
・
・
・
舗
網
幽
・
・
・

「
火
を
潜
す
」
こ
と
よ
り
「
火
を

出
さ
な
い
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

出
か
け
る
話
、
ね
る
前
に
拭
特

に
気
を
つ
け
て
、
一
瞬
の
う
ち
に

灰
に
し
て
し
ま
う
お
そ
ろ
し
い
火

事
を
出
さ
な
い
よ
う
お
互
い
に
控

怠
し
ま
し
ょ
う
。

良
識
の
票
が

生
み
出
す

参

議

院



妊
産
婦
並
び
に
乳
幼
児
健
康

診
断
実
施
に
つ
い
て

ょ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

尚
、
当
日
は
次
の
行
程
に
て
村

の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

の
で
最
寄
り
の
場
所
か
ら
御
利
用

下
さ
い
。

妊
産
婦
及
び
乳
幼
児
の
心
身
が

健
全
に
成
長
さ
れ
ま
す
よ
う
専
門

の
医
師
を
招
い
て
、
次
の
計
画
に

よ
り
妊
産
婦
及
び
乳
幼
児
の
健
康

診
断
を
実
施
致
し
ま
す
。

妊
産
婦
に
つ
い
て
従
来
は
月
一

a

回
で
し
た
が
今
年
度
は
月
二
回
、

東
部
、
西
部
地
区
に
区
分
し
た
の

で
該
当
者
は
全
員
受
診
怠
れ
ま
す

たまかわ94 No. 昭和49年 6月 1日

妊産婦並現幼児保健事業計画書

昭和49年度
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k
ト
果
話
内
T
蓄
り
あ
う
ま
レ

A

川

4

ヲ
-
2
E
z
e
E
2ヨ
E
m
M
4
A
M
b
-
-
Z
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E
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E
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-
z
i
p
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、rt
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t
r
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時

間

場

所

持
参
品

午
後
一
時

t
三
時
ま
で

玉
川
村
母
子
セ
ン
タ
ー

母
子
手
帳

私
た
ち
は
、
マ
イ
ホ
ー
ム
の

建
築
や
不
測
の
事
故
、
あ
る
い

は
老
後
の
安
定
に
備
え
て
預
金

を
し
た
り
公
社
債
を
買
っ
た
伊

し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
預
金
や
公
社
債

の
利
子
に
も
所
得
税
が
か
か
り

ま
す
が
、
一
定
の
手
続
を
と
る

こ
と
に
よ
っ
て
非
課
税
の
扱
い

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

預
貯
金
や
貸
付
信
託
、
公
社

債
投
資
信
託
、
社
債
等
の
貯
蓄

に
つ
ド
て
は
、
そ
の
貯
菩
先
に

「
非
課
税
貯
蓄
申
告
書
」
を
提

出
し
、
預
入
の
際
に
「
非
課

蓄
申
込
書
」
を
出
せ
ば
、
一
人
元

本
三
百
万
円
ま
で
の
貯
蓄
の
利
子

に
つ
い
て
は
所
得
税
が
か
か
り
ま

せ
ん
。国

債
を
購
入
す
る
場
合
も
同
様

な
手
続
を
と
れ
ば
、
前
記
預
貯
金

の
ほ
か
、
一
人
額
面
三
百
万
円
ま

程表

月!日 内 容 地区別
マイクロパス運行行程表

611 114 8 
妊産婦健康診断 西部

|西部地区 i
妊産婦健 康診断 東部

711 i12 6 
母親学級及び妊産婦健康診断 西部 岩法寺大竹智雄宅前午一前1111降34v00 分

母親学級及び妊産婦健康診断
竜崎仁井田栄七宅前

東部竜崎公民館J 前 11.43

妊産婦健 康診断 西部|中 'J¥WffiimJiS前 1145 : 6 
8 : 川辺加登屋前 11.50 

:20 妊産婦健康 診断 東部 蒜生バス停留所前 11.55 
t 

911 113 7 
母親学級及び妊産婦揮官康診断

西部 |東部地区|

母親学扱及び妊産婦健康診断
東部 午前1時1分

: 1 妊産婦健康診断
四辻分 校 下 1.15 

10 
西部 狸穴石井貞二宅前 11.30 

15 妊産婦健康:診断 東部二北宿十字路 11.35

111! i I5 9 

母親学級及び妊産婦健康診断
‘奥平仲屋商庖前 11.40 

西部[北須釜明神前 11.45

母親学級及び妊産婦健康診断 東部 吉入口バス停留前 11.50 

121 13 
妊産婦健 康診断 西部

時間正午~午後 3時まで

場所師 玉川村議子センター
17 妊産婦健康診断 東部 医 公立岩瀬病院

111 1主71 

母親学級及び妊産婦健康診断
‘包 永 井医師

西部 持参品母子手帳と印鑑

母親学級及び妊産婦健康診断 東部
、. 妊婦一般健康診査

戸:1t去p;占Y、E万豆て
1 4 妊産，婦ー健康診断 西部 診察料無料

2 
妊 産婦健康診断 東 部

但し内容によって個人負担に
18 

なる場合もあります。

31 i;14 8 
母親学級及び妊産婦健康診断 西 部 0妊婦健診は毎月

母親学級及び妊産婦健康診断 東部
第 1火曜日第 3火曜日

日妊産婦 健 康 診 断

で
の
国
債
の
利
子
所
得
が
非
課
税

扱
い
に
な
り
ま
す
。

給
料
か
ら
天
引
預
金
す
る
勤
労

者
財
産
形
成
貯
蓄
に
つ
い
て
も
、

に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
所
得

税
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
一
人

元
本
三
百
万
円
ま
で
の
預
入
制

限
が
あ
り
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
、
以

上
の
制
度
の
す
べ
'
て
を
利
用
す

る
と
、
一

λ
元
本
千
四
百
万
円

ま
で
の
貯
蓄
の
利
子
所
得
が
非

課
税
の
扱
い
を
受
け
ら
れ
ま

す。

所
定
の
手
続
を
と
る
こ
と
に
よ
っ

て
一
人
元
本
五
百
万
円
ま
で
の
貯

蓄
の
利
子
に
所
得
税
が
か
か
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
郵
便
貯
金
の
利
子

f
3
3
P
A
V
 

程表

月i日 内 h廿』

マイクロパス運行行程表

6 127 乳脱幼臼検児健査
康相談及び育児教室

四辻分 校
午前時分

7 : 25 
下 11.15 

乳幼児健康診 断 狸穴石井貞二 宅前 11.30 

8122 乳幼児健康相談及び育児教室
北宿十 字 路 11.35 

奥平仲屋商庖前 11.40 

9 : 26' 乳幼児健康診断及び脱臼検査 北 須釜 明 神 日り 11.45 

10 : 24 乳幼児健康相談及び育児教室
=ロI:t 入口パス停留所 11.50 

午後時分

11 1
ト

1
ー

m
2-
6 

乳幼児健康診断 岩法寺大竹好雄 宅 前 1 .00 

12 乳脱幼臼児検健査康相談及び育児教室
竜崎仁井田栄七 宅 前 1 .10 

竜崎公民館前 1 .13 

1 : 23 乳幼児健 康診断
中 小山田商信前 1 .18 

川辺加登屋前 1 .25 

2 : 27 乳幼児健康相談及び育児教室 蒜生パス停留所 1 .30 

3 : 27 乳幼児健康診断及び脱臼検査 0乳幼児健診は毎月第4木曜日

日事L幼児健康診断



国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
方
は

免
除
の
手
続
き
を
ノ

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
ゃ
な
い
人
も
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ

思
わ
ぬ
事
故
隠
よ
り
母
子
家
庭
や
の
よ
う
な
人
に
つ
い
て
も
年
金
が

重
い
病
気
に
な
っ
た
り
し
た
と
き
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
い
う
配
慮

に
年
金
に
よ
り
生
活
の
手
助
を
す
か
ら
、
保
険
料
の
納
付
を
免
除
す

る
制
度
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
国
る
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま

民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
す
。
こ
の
保
険
料
の
免
除
制
度
に

め
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
条
件
に

っ

て

い

ま

す

。

あ

て

は

ま

れ

ば

、

届

け

出

る

だ

け

し
か
し
、
家
計
が
苦
し
か
っ
た
で
よ
い
法
定
免
除
と
、
保
険
料
を

り
、
失
業
や
災
害
な
ど
の
た
め
保
納
め
ら
れ
な
い
事
情
が
あ
り
そ
の

険
料
を
納
め
た
く
と
も
納
め
ら
れ
こ
と
を
申
請
し
て
県
知
事
の
承
認

6 昭和49年 6月 1日

一

初

夏

川
棚
田
の
水
春
の
え
に
か
が
や
き
て
泣
の
声
の
や

園
や
と
と
の
い
ぬ

川
青
み
初
め
し
若
葉
の
中
に
点
々
と
山
の
桜
が
今

川

氏

り

な

り

司
事
務
室
の
窓
ょ
う
眺
む
い
杯
の
紫
の
つ
や
い
ち
じ

山
る
し
尤
る
五
庁
晴

-
窓
よ
り
の
い
杯
の
若
葉
の
ゆ
れ
や
ま
ぬ
え
は
わ
り
さ

川
て
位
査
定
ま
ら
ぬ

山
五
ロ
が
庭
に
朝
に
飛
ぴ
永
る
隣
家
の
鳩
は
ま
白
き

圃

糞

を

落

せ

り

一

若

葉

松

そ
ま

川

滝

落

で

た

ら

の

'

芽

採

り

の

私

濡

る

る

田

五

和

木

摘

む

妻

の

手

範

ゃ

な

ほ

満

た

ず

川

阿

武

般

に

そ

、

ぐ

小

川

の

猫

抑

一

抱

一

境

の

拘

私

の

芽

吹

き

の

こ

ぞ

り

け

り

~~ 

3茸

井

~~ 
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を
受
け
て
免
除
さ
れ
る
申
請
免
除

ど
が
が
り
ま
す
。
法
定
免
除
は
、

国
凍
年
金
の
障
害
年
金
や
母
子
福

祉
年
金
を
受
け
で
い
れ
Q

場
合
、
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
場
合
に
該

当
し
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
を
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
免
除
は
、
所
得
が
な
い
場
s

合
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
状
態
の
場
合
に
申
請
し
て
承

認
を
受
け
れ
ば
、
申
請
し
た
時
か

ら
そ
の
年
度
の
末
ま
で
保
験
料
が

免
除
さ
れ
ま
す
。
こ
の
申
請
免
除

は
、
本
人
や
そ
の
家
族
の
所
得
の

状
況
に
よ
り
認
め
ら
れ
ま
す
の
F

で
、
た
と
え
ば
四
月
分
の
保
険
料

か
ら
免
除
を
受
け
た
い
と
き
は
、

四
月
分
の
保
険
料
を
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
期
限
と
な
っ
て
い
る

七
月
末
日
ま
で
に
申
請
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の

ま
L

保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
ま

す
と
、
そ
の
納
め
な
か
っ
た
期
間

は
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期

間
に
計
算
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
い
ざ

年
金
を
受
け
る
と
い
う
と
き
に
な

っ
た
と
き
、
期
、
聞
が
足
り
ず
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
保
険
料

の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
と
、
そ

の
免
除
さ
れ
た
期
間
も
年
金
を
受

け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
な
り
ま

す
の
で
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
人
は
、
免
除
の
手
続
き

を
さ
れ
る
よ
う
お
す
ピ
め
し
ま

す。
ま
た
、
免
除
さ
れ
た
場
合
は
九

保
険
料
を
納
め
た
人
に
比
バ
て
老

令
年
金
の
年
金
額
が
低
く
な
り
ま

す
が
、
免
除
さ
れ
た
期
間
の
保
険

料
を
生
活
に
余
裕
が
で
き
た
と
き

に
ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
も
で
き

昭和49年

ま
す
。
こ
の
場
合
は
保
険
料
を
納

め
た
人
と
年
金
額
は
同
じ
に
な
り

ま
す
の
で
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ

た
期
間
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ

け
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
、
納
付

さ
れ
る
よ
う
お
す
ふ
め
し
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
の
納
付
の
免
除

の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
を

知
り
た
い
方
は
、
役
場
年
金
係
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

就
業
構
造
基
本
調
査
の

実
施
に
つ
い
て

就
業
構
造
基
本
調
査
は
、
我
が

国
人
口
の
う
ち
昭
和
四
十
九
年
七

月
一
日
現
在
で
ふ
だ
ん
働
い
て
い

る
人
が
何
人
で
、
ど
ん
な
産
業
や

職
業
に
従
事
し
て
、
ど
の
く
ら
い

の
時
間
働
い
て
い
る
か
、
ど
の
く

ら
い
の
収
入
を
得
て
い
る
か
、
ま

た
産
業
問
、
地
域
間
で
ど
の
よ
う

に
移
動
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は

仕
事
を
探
し
て
い
る
人
は
ど
の
く

ら
い
い
る
か
な
ど
、
国
民
の
就
業

状
態
に
関
す
る
基
本
的
構
造
を
全

国
及
び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
の
約

百
分
の
一
の
世
帯
に
つ
い
て
標
本

調
査
法
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
‘
全
国
の
ほ

か
、
都
道
府
県
、
十
大
都
市
、
地

域
プ
ロ
ッ
ク
別
な
ど
に
ま
と
め
ら

れ
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
雇
用

対
策
を
は
じ
め
、
各
種
計
画
の
基

礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

当
村
の
今
回
の
調
査
は
、
唱

と
川
辺
の
一
部
の
二
調
査
区
一
一
伊

い
て
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
し
た
ら
ど
協

力
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す。

ま主
マヲ

部

落

南竜岩川

タ須法

釜崎寺辺

昭
和
四
十
九
年
度

国
土
調
査
事
業
地
区

の
お
知
ら
せ

近
年
の
土
地
利
用
関
係
の
複
雑

化
に
よ
り
、
そ
の
権
利
関
係
を
明

確
に
す
る
た
め
に
本
事
業
を
毎
年

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
も

六
月
十
七
日
よ
り
七
月
下
旬
頃
ま

で
の
予
定
で
、
次
の
字
が
調
査
地

区
と
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
本
地

区
に
該
当
す
る
各
位
様
の
特
段
の

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ハ
五
月
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の
出
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死
亡
者
氏
名
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井

田
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世
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名
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氏
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塩石太佐田
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去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
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